
議案質疑 ・常任委員会

○
議
案
第
63
号

　

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

問
明
野
幼
稚
園
解
体
工
事
に
つ
い
て
は
、

　

８
者
が
入
札
し
、
３
者
が
最
低
制
限

　

価
格
未
満
の
た
め
無
効
と
な
っ
て
い

　

る
が
、
解
体
工
事
は
建
設
工
事
と
違

　

い
材
料
費
等
も
必
要
が
な
い
こ
と
か

　

ら
、
最
低
制
限
価
格
を
引
き
下
げ
る

　

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
最
低
制
限
価
格
は
、
国
の
基
準
に
の

　

っ
と
り
定
め
て
お
り
、
全
国
の
自
治

　

体
で
も
同
様
の
取
扱
い
と
な
っ
て
い

　

る
。
そ
の
点
か
ら
最
低
制
限
価
格
を

　

低
く
算
出
す
る
よ
う
な
運
用
は
考
え

　

て
い
な
い
。

問�

「
筑
西
市
×
こ
ど
も
宇
宙
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
事
業
か
。

答
「
み
ん
な
の
笑
顔
を
宇
宙
へ
」
と
い

　

�

う
テ
ー
マ
の
下
に
、
ク
ラ
ス
写
真
や

全
校
集
合
写
真
、
市
内
在
住
・
在
勤

の
方
に
応
募
い
た
だ
い
た
写
真
を
組

み
合
わ
せ
て
１
枚
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
モ

ザ
イ
ク
ア
ー
ト
を
作
成
し
、
そ
れ
を

ロ
ケ
ッ
ト
に
搭
載
し
て
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ

ケ
ネ
デ
ィ
宇
宙
セ
ン
タ
ー
か
ら
Ｉ
Ｓ

Ｓ
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
向
け

て
打
ち
上
げ
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

問
ど
の
よ
う
な
も
の
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

　

ス
決
済
の
対
象
か
。

答
主
な
も
の
と
し
て
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

　

ド
、
電
子
マ
ネ
ー
、
◯
◯
Ｐ
ａ
ｙ
と

　

い
っ
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
等
で
あ
る
。

　

6
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た
総
務
企
画

委
員
会
で
は
、
議
案
４
案
（
財
産
処
分

議
案
１
案
、
条
例
議
案
2
案
、
補
正
予

算
議
案
１
案
）
に
つ
い
て
審
議
し
、
全

て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

総
務
企
画
委
員
会

◎
藤
澤　

和
成　

〇
鈴
木　

一
樹

　

水
柿　

美
幸　
　

保
坂　

直
樹

　

稲
川　

新
二　
　

小
島　

信
一

　

榎
戸
甲
子
夫　
　

赤
城　

正
德

　
　
　

◎
委
員
長　

〇
副
委
員
長

○
議
案
第
66
号

　

財
産
の
処
分
に
つ
い
て

◇
地
域
お
こ
し
協
力
隊
導
入
事
業

問�

旧
下
館
北
中
学
校
の
売
却
先
の
ブ

レ
ー
ン
バ
ン
ク
株
式
会
社
と
は
、
ど

の
よ
う
な
会
社
な
の
か
。
ま
た
実
績

等
は
。

答�

大
手
予
備
校
の
四
谷
学
院
を
経
営
し

て
お
り
、
50
年
間
黒
字
経
営
で
あ
る
。

問�

売
払
価
格
３
億
５
，
５
６
８
万
円
の

う
ち
土
地
と
建
物
の
金
額
は
。

答�
土
地
１
億
２
，
８
２
０
万
円
、
建
物

２
億
２
，
７
４
８
万
円
。

◇
収
納
徴
収
事
務
費

問�

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
の
主
な

内
容
と
活
動
場
所
は
。

答�

隊
員
は
６
人
、
そ
れ
ぞ
れ
活
動
を
行

い
、
内
容
は
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー

や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
マ
ッ
プ
を
作
成
し

て
市
の
魅
力
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
情
報
発

信
し
て
い
る
ほ
か
、
物
づ
く
り
に
よ

る
地
域
活
性
化
の
取
組
、
史
跡
等
や

イ
ベ
ン
ト
の
Ｖ
Ｒ
に
よ
る
記
録
・
撮

影
や
ち
く
せ
い
若
者
ま
ち
づ
く
り
会

議
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
今
年
度
任
命
す
る
隊

員
に
は
移
住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
し

て
の
活
動
や
産
業
戦
略
課
と
一
緒
に

地
域
産
品
活
性
化
の
活
動
を
行
う
予

定
。
活
動
場
所
は
市
内
。

○
議
案
第
70
号

　

令
和
６
年
度
筑
西
市
一
般
会
計
補
正

　

予
算
（
第
１
号
）

問�

オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
対
象
は
。

答�

口
座
振
替
の
手
続
の
み
。
こ
れ
ま
で

口
座
振
替
の
手
続
に
つ
い
て
紙
の
申

請
書
で
対
応
し
て
い
た
が
、
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
の
オ
ン

ラ
イ
ン
手
続
き
も
可
能
と
す
る
も
の
。

問
ど
の
よ
う
な
事
業
効
果
を
期
待
し
て

　

い
る
の
か
。

答
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
知
名
度
上

　

昇
に
つ
な
げ
、
市
内
の
若
者
世
代
が

　

市
を
自
慢
で
き
る
よ
う
な
取
組
を
進

　

め
て
い
き
た
い
。

◇
筑
西
市
誕
生
20
周
年
記
念
事
業

◇
窓
口
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
業
務

　
第
２
回
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案

に
対
す
る
質
疑
と
回
答
の
主
な
も
の
は

次
の
と
お
り
で
す
。　

議

案

質

疑

○
議
案
第
70
号

　

令
和
６
年
度
筑
西
市
一
般
会
計
補
正

　

予
算
（
第
１
号
）

動
画
視
聴
は

こ
ち
ら
か
ら
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○
議
案
第
70
号

　

令
和
６
年
度
筑
西
市
一
般
会
計
補
正

　

予
算
（
第
１
号
）

問
保
育
所
等
の
整
備
に
あ
た
り
、
市
内

　

�

で
の
１
歳
児
、
２
歳
児
預
か
り
の
需

要
は
ど
の
程
度
あ
る
の
か
。

答
下
館
小
学
校
区
で
は
０
歳
児
に
１
名

　

�

の
空
き
が
あ
り
、
１
歳
児
、
２
歳
児

で
は
空
き
が
な
い
状
況
の
た
め
、
需

要
は
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

６
月
18
日
に
開
催
さ
れ
た
福
祉
文
教

委
員
会
で
は
、
議
案
４
案
（
契
約
議
案

１
案
、
一
部
事
務
組
合
等
議
案
１
案
、

補
正
予
算
議
案
２
案
）
に
つ
い
て
審
議

し
、
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

福
祉
文
教
委
員
会

◎
中
座　

敏
和　

〇
仁
平　

正
巳

　

新
井　
　

暁　
　

國
府
田
和
弘

　

日
髙　

久
江　
　

小
倉
ひ
と
美

　

大
嶋　
　

茂　
　

三
浦　
　

譲

　
　
　

◎
委
員
長　

〇
副
委
員
長

◇
私
立
保
育
所
等
施
設
整
備
費
補
助
事
業

　

６
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た
経
済
土
木

委
員
会
で
は
、
議
案
４
案
（
市
道
路
線

議
案
２
案
、
補
正
予
算
議
案
２
案
）
に

つ
い
て
審
議
し
、
全
て
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

経
済
土
木
委
員
会

◎
三
澤　

隆
一　

〇
森　
　

正
雄

　

塚
田　

砂
与　
　

吉
富　

泰
宣

　

田
中　

隆
徳　
　

増
渕　

愼
治

　

堀
江　

健
一　
　

秋
山　

恵
一

　
　
　

◎
委
員
長　

〇
副
委
員
長

○
議
案
第
70
号

　

令
和
６
年
度
筑
西
市
一
般
会
計
補
正

　

予
算
（
第
１
号
）

◇
小
川
線
街
路
整
備
事
業

問
同
事
業
に
お
い
て
、
汚
染
が
判
明
し

　

た
発
生
土
の
処
分
に
係
る
予
算
に
つ

　

い
て
、
全
員
協
議
会
の
協
議
を
経
て
、

　

処
分
事
業
者
の
再
検
討
を
す
る
こ
と

　

に
よ
り
当
初
か
ら
大
き
く
予
算
を
減

　

額
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
下
水
道
課

　

で
は
、
す
で
に
下
水
汚
泥
を
今
回
と

　

同
じ
山
形
県
の
処
分
場
へ
送
っ
て
い

　

る
と
聞
く
。
今
後
、情
報
共
有
を
含
め
、

　

こ
の
件
を
受
け
て
の
改
善
策
は
。

答
当
初
は
処
分
が
確
実
な
と
こ
ろ
と
い

　

う
こ
と
で
、
処
分
地
を
茨
城
県
と
検

　

討
し
た
。
今
後
は
、
十
分
に
横
の
つ

　

な
が
り
を
密
に
し
て
、
こ
の
よ
う
な

　

こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
事
業
を
進
め

　

て
い
く
。

○
議
案
第
72
号

　

令
和
６
年
度
筑
西
市
下
水
道
事
業
会

　

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

問�

起
債
の
誤
り
に
よ
り
、
現
実
に

４
５
０
万
円
と
い
う
利
息
が
発
生
し

て
い
る
が
、
再
発
防
止
策
は
。

答
担
当
者
だ
け
で
は
な
く
、
課
内
で
職

　

員
間
の
情
報
共
有
を
図
り
な
が
ら
、

　

互
い
に
理
解
し
、
疑
問
を
解
決
す
る

　

こ
と
で
、
事
前
に
ミ
ス
が
防
げ
る
と

　

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
決
裁
に
お
い

　

て
は
、
わ
か
り
や
す
く
丁
寧
な
起
案

　

文
書
の
作
成
及
び
課
長
を
は
じ
め
、

　

職
員
間
で
の
チ
ェ
ッ
ク
を
入
念
に
行

　

い
、
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
強
化
を
図

　

り
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う

　

に
努
め
て
い
き
た
い
。

問
支
援
単
位
を
増
設
す
る
理
由
は
。

答
定
員
を
超
え
る
応
募
が
あ
っ
た
こ
と

　

�

か
ら
、
次
年
度
以
降
の
更
な
る
希
望

者
の
増
加
に
備
え
て
改
修
す
る
。

問
認
定
こ
ど
も
園
せ
き
じ
ょ
う
で
放
課

　

�

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
受
入
れ
は
で
き
な

い
か
。

答
送
迎
用
の
バ
ス
を
新
た
に
確
保
す
る

　

�

必
要
が
あ
る
等
の
コ
ス
ト
が
か
か
る

こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
関
城
東
小
学
校

で
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
拡
大
し

て
い
く
。

○
議
案
第
63
号

　

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

問
入
札
時
の
最
低
価
格
は
ど
の
よ
う
に

　

決
定
し
て
い
る
の
か
。

答
入
札
執
行
日
前
日
ま
で
に
最
低
制
限

　

�

基
本
価
格
を
決
定
し
、
封
筒
に
封
印

す
る
。
そ
の
後
、
執
行
日
の
開
札
直

前
に
入
札
立
会
人
が
２
度
の
く
じ
引

き
に
よ
り
無
作
為
係
数
を
決
定
す
る
。

最
低
制
限
基
本
価
格
の
封
印
を
解
き
、

無
作
為
係
数
を
乗
じ
た
金
額
を
最
低

制
限
価
格
と
し
て
決
定
し
て
い
る
。

◇
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
整
備
事
業

小川線未施工箇所
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